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技術相談 

提供可能技術： 

・関数環や関数空間の距離構造と代数構造について 

・数学検定 

 
研究内容： 関数空間上の等距離写像の特徴づけについて 

 

「平面から平面への等距離写像は，回転と平行移動で表せる．」 

これは等距離写像が線形性を導くということを述べています。このようにある集合からある集合への写像が等距離

性を持つと仮定したとき，その写像が違う構造や特別な部分集合を保存することがあります。等距離写像に関する保

存問題には次の重要な定理があります。 

Mazur-Ulam の定理「ノルム空間の間の原点を保存する全射の等距離写像は，実線形写像になる．」 

これは最初に述べたことを一般化した重要な定理です。このような定理に基づき，現在では，微分可能な関数から

なる空間の可逆元全体の集合に着目し，その上である距離を保存する写像について考えています。また，ある種の複

素数値連続関数からなる空間の実線形等距離写像についての形を決定し，実線形と複素線形の等距離写像の違い

を明確にしたいと考えています。 

等距離写像の特別な形の 1 つにシフト作用素があります。これは，成分をずらすという単純な操作から始まってい

て，幅広い分野でその技術が使われています。このシフト作用素は，基本的な数列空間，フーリエ級数が収束するよう

な関数空間や円板環上では存在し，その形も決定されています。現在，これ以外の具体的な関数空間上のシフト作

用素の存在性が問題になっていて，それについて考えています。 

またこれらの結果に基づき，距離の入れ方により等距離写像が変わるので，距離のどんな性質が代数構造に大きく

影響しているかについて考えています。 
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